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１．新規河川レンジャー展開計画の目的 

新規河川レンジャー展開計画（以下展開計画）とは、各出張所管内河川レンジャー運

営会議（以下運営会議）において、所属する河川レンジャーの活動状況等を踏まえ、運

営会議の対象区域に望ましい活動内容と活動エリア、必要な河川レンジャーの人員を検

討・決定する年度ごとの計画であり、河川レンジャーの募集・決定の基準となるもので

す。 
 運営会議は、この展開計画について討議、決定する役割を担っています（運営要領第

59 条）。 
 

２．令和 4 年度展開計画の考え方 

２.１ 視点の設定について 
河川レンジャーの役割は、河川と地域との良好な関係を構築することです。 
このため、展開計画の作成にあたっては、地域と河川レンジャーの状況の両面から検

討する必要があるため、２つの視点から活動の展開の方向を整理します。 

視点①地域に必要であると考えられる活動からの展開 

地域で展開されている事業をもとに地域の課題を抽出し、必要であると考えられる

活動からの展開の方向を検討します。河川レンジャーには「住民と行政の橋渡し役」

としての役割が期待されるため、自治体との連携・協働の可能性という観点も重要で

す。 
・ 地域づくりの最上位計画に相当する自治体の総合計画から地域の課題を抽出

し、自治体との連携・協働の可能性という観点も含めて、地域で望まれている

河川レンジャー活動を抽出します。 
・ 地域の河川利用で望まれている活動を抽出するため、淀川管内河川保全利用委

員会資料等から、河川レンジャーとの連携・協働が考えられる活動を整理しま

す。 
・ 地域住民の河川に対するニーズを幅広く収集し（アンケート調査等）、今後の

河川レンジャー活動に求められる役割を整理します。 
 

視点②河川レンジャーの活動状況からの展開 

河川レンジャーは平成 15 年度にスタートしており、すでに地域に根ざしたものと

なってきています。このため、これまでの活動状況をふまえた展開計画の検討が必要

です。 
・ 来年度に展開される活動分野、地域を整理し、検討のベースとします。 
・ これまでの河川レンジャーの活動状況から、展開されてきた活動の分野と地域

を抽出します。 
 

検討をふまえ、作成した展開計画案は最終ページに掲載しています。 
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２.２ 河川レンジャーの人員について 
 河川レンジャーの人員は、出張所ごとに若干名と定められています（運営要領第 19

条）。現在 1 出張所あたり最大 5 名を目安とした運用を行っています。 
 
２.３ 河川レンジャーの活動範囲について 
 河川レンジャーは、国土交通省が管轄する範囲（7 つの出張所が分担して管理）を基

本に、その沿川地域も含めて活動を行うことができます。 
河川レンジャーはそれぞれ運営会議に所属しており、その運営会議を構成する 1～2

つの出張所の管理範囲をあわせたものが河川レンジャーの活動範囲となります（運営要

領第 8 条）。 
 また、河川レンジャーは、本来の活動範囲以外の場所でも活動を行えるよう、活動範

囲の拡大も認められています。 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 淀川管内各運営会議管轄範囲 

枚方管内運営会議 

木津川管内運営会議 

福島・毛馬管内運営会議 

高槻管内運営会議 
伏見・桂川管内運営会議 
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２.４ 河川レンジャーの活動分野について 
 河川レンジャーが行う活動については、運営要領に 10 の内容が定められています（運

営要領第 11条）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本計画では、以上の活動内容について、河川レンジャー自身が貢献したと考えている

活動分野を 6 つに分類整理しています。 
 
 

表 2.1 本計画で用いる河川レンジャーの活動分野の分類 

活動分野 事例 

治水・防災 
河川管理施設の学習会、水害・水防工法の体験学習、

マイ防災マップづくり、避難活動 
環境保全 自然観察、外来種の除去、生物調査、水質調査 

河川利用 
河川利用者への安全指導、不法投棄・不法工作の把握、

節水意識の啓発、Ｅボート体験 

維持管理 
清掃活動、水辺の安全利用点検、河川管理施設等の異

常箇所の把握 
歴史・文化 河川に係わる史跡の探訪、歴史・文化講座 

川づくり・人づくり 
ワークショップ、意見交換会 
ジュニア河川レンジャーの養成、河川愛護団体の創出 

 
 
 

河川レンジャーの活動内容 

 
（１）防災・救援・救難の推進を図る活動 
（２）河川の環境保全を図る活動 
（３）河川の適正な利用の推進を図る活動 
（４）節水意識の普及・啓発活動 
（５）日常的な河川管理活動 
（６）河川に係わる歴史・文化の普及・啓発活動 
（７）河川行政と地域・住民・住民団体とのコーディネートを図る活動 
（８）川づくり・まちづくりへの参画・支援活動 
（９）川の人材を育成する活動 
（10）河川レンジャー活動に関するニュースの発行等の情報の発信 
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３．令和 4年度河川レンジャー展開の方向 

視点① 地域に必要と考えられる活動からの展開  

（１）沿川自治体で推進している事業 

【伏見出張所管内（宇治川）】【桂川出張所管内（桂川）】 

沿川各市の総合計画等では、防災・減災に関する事業が多数推進されており、地域の

防災力向上が課題となっていると考えられます。市民の防災力向上に向けて、マイ防災

マップやマイ・タイムライン作成を通じた啓発活動で河川レンジャーとの連携が期待さ

れます。 

また、自然保護に関する事業が推進されており、美しい環境を守り育てていくこと等

が地域の課題となっていると考えられます。また、地域の歴史・文化を学ぶ事業も推進

されています。 

さまざまな学びの機会の提供が課題となっており、市民活動や青少年活動、生涯学習

支援などの事業が推進されています。 

 

【伏見出張所管内（宇治川）】 

表 3.1 沿川自治体の河川レンジャーとの連携が模索できる事業およびその展開（分野） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自治
体名

計画名（策定年月）
【計画期間】

施策名（取組）等
治水・
防災

環境
保全

河川
利用

維持
管理

歴史・
文化

川・人
づくり

生物多様性豊かな自然と調和した快適で安心・安全なまちの実現 ● ●

市民活動団体等と地域団体との連携を深める取組の推進 ● ● ● ●

開かれた学校づくりの推進と市民ぐるみ・地域ぐるみの教育 ● ● ● ● ●

市民ぐるみ・地域ぐるみで進める地域防災力の充実強化 ●

文化・歴史の継承やにぎわいの創出を図り、多様なニーズにこたえる公園整備と
緑の創出・育成管理 ● ●

水と共に生きるまちづくりの推進 ● ●

地域ぐるみの防災・減災、交通安全、防犯対策の推進 ●

伏見の地域経済の活力創造プロジェクト ●

「学び」による伏見の魅力の再発見・発信 ● ●

伏見の歴史や文化を学び，実践できる場づくりを通じた次世代の担い手育成 ● ●

環境学習施設，環境関連施設を活用し、区民、事業者等が連携した環境学習の
推進 ●

多様な動植物が生息する河川や里山等の自然環境の保全、活用 ●

京
都
市

はばたけ未来へ！
京プラン2025

（京都市基本計画）
（R3.3）

【R3～R7年度】

伏
見
区

伏見区基本計画2025
（R3.9）

【R3～R7年度】
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表 3.2 沿川自治体の河川レンジャーとの連携が模索できる事業およびその展開（分野） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自治

体名

計画名（策定年月）

【計画期間】
事業名等

治水・

防災

環境

保全

河川

利用

維持

管理

歴史・

文化

川・人

づくり

地域における環境保全・環境美化の推進 ● ●

安全・安心なまちづくり ●

市民参画・協働の推進 ●

生涯学習の推進 ● ● ●

幼稚園、小・中学校教育の充実（宇治学など） ● ● ● ●

歴史資料の充実と古典文化の普及 ●

歴史と調和したまちづくりと景観の形成 ●

河川・排水路の整備 ●

自主防災組織活動支援事業 ● ●

防災力強化総合事業 ●

河川美化の推進（河川の正しい利用と愛護思想啓発事業） ●

自然環境保全事業 ●

生涯学習機会の充実 ● ● ● ●

自主防災組織活動推進 ●

自助・共助による防災・減災 ●

マイ防災マップ及びタイムライン等策定支援 ●

子ども防災デイキャンプ ●

観光まちづくりを進める体制づくり ●

久

御

山

町

久御山町第5次総合計画

/第6次実施計画

（R3.3）

【R3～R5年度】

第5次八幡市総合計画

/第4次実施計画

（R3.6）

【R3～R5年度】

八

幡

市

宇治市第5次総合計画

/第3期中期計画

（H30.7）

【H30～R3年度】

宇

治

市
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【桂川出張所管内（桂川）】 
表 3.3 沿川自治体の河川レンジャーとの連携が模索できる事業およびその展開（分野） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自治
体名

計画名（策定年月）
【計画期間】

施策（事業）名等
治水・
防災

環境
保全

河川
利用

維持
管理

歴史・
文化

川・人
づくり

身近に心安らぐ緑の環境が形成されたまち ● ● ●

町民自らが環境問題のことを考え行動するまち ● ● ●

災害に対する安心・安全が実感できるまち ● ●

生涯にわたり地域と共に町民が学び続けるまち ● ● ● ●

歴史遺産が次世代に引き継がれ、魅力と誇りの源となっているまち ● ●

市民参画協働推進事業 ●

公民館市民講座開設事業 ● ● ● ●

地域防災力向上事業 ●

環境都市宣言啓発推進事業 ● ●

みなみ力（地域力）を活性化させる仕組みづくり ● ● ● ● ● ●

文化遺産を大切にするまちづくり ● ●

災害に強いまちづくりの推進 ●

区民も来訪者もみんなで取り組む美しいまち ●

文化芸術に親しみ、学びを楽しむ活動の推進 ● ●

自主防災活動等防災意識を促す活動の促進 ●

地域住民相互の関係づくり ●

協働によるまちづくりの推進 ● ● ● ● ● ●

次世代の担い手の育成 ● ● ● ●

自然環境の保全と緑化の推進 ●

地域の歴史・文化の継承と活用 ●

生涯学習の推進 ● ● ● ●

右
京
区

右京区基本計画
/第3期
（R3.8）

【R3～R7年度】

西
京
区

西京区基本計画
/第3期
（R3.8）

【R3～R7年度】

南
区

南区基本計画
/第3期
（R3.8）

【R3～R7年度】

大
山
崎
町

大山崎町第4次総合計
画

/後期基本計画
（R3.3）

【R3～R7年度】

長
岡
京
市

長岡京市第4次総合計
画

/第2期基本計画
前期実施計画

（R3.2）

【R3～R5年度】
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（２）地域の河川活動で望まれている活動 

当管内では、宇治川・桂川の適正な河川利用が課題となっており、宇治川の 2 つの占

用地と桂川の 4 つの占用地について「利用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的

として，河川レンジャーと連携した環境教育のあり方を検討する」（令和 3 年度淀川管

内河川保全利用委員会（宇治川））とされています。 
河川レンジャー活動としては、「環境保全」「川づくり・人づくり」の分野での展開が

考えられます。 
 

表 3.5 当管内で河川レンジャーとの連携が指摘された占用地 

河川 名称 場所 占用目的 許可受者 望ましい利用方針

宇治川 かわきた自然運動公園 淀川桂川合流地点
淀川右岸37.0k
付近

公園 八幡市 　利用者の河川の環境保全に関する意識向
上を目的として，河川レンジャーと連携し
た環境教育のあり方を検討する。

宇治川公園 左岸43.8k～
　　　44.6k+57m

運動場 京都市 　利用者の河川の環境保全に関する意識向
上を目的として，河川レンジャーと連携し
た環境教育のあり方を検討する。

桂川 桂川緑地離宮前公園 右岸12.2k+50m～
　　　12.8k付近

公園 京都市 　利用者の河川の環境保全に関する意識向
上を目的として，河川レンジャーと連携し
た環境教育のあり方を検討する。

桂川緑地公園 左岸11.2k-60m～
　　　12.2k+30m

公園 京都市 　利用者の河川の環境保全に関する意識向
上を目的として，河川レンジャーと連携し
た環境教育のあり方を検討する。

久我橋東詰公園 左岸6.4k+110m～
　　　 8.4k+97m

公園 京都市 　利用者の河川の環境保全に関する意識向
上を目的として，河川レンジャーと連携し
た環境教育のあり方を検討する。

大山崎町桂川河川敷公園 右岸0.0k～
　　　0.4km付近

公園 大山崎町 　利用者の河川の環境保全に関する意識向
上を目的として，河川レンジャーと連携し
た環境教育のあり方を検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）淀川管内河川保全利用委員会資料（令和 3 年 11 月 29 日開催 宇治川河川保全利用委員会資料、

令和 3 年 11 月 30 日開催 桂川河川保全利用委員会資料）をもとに作成。 

図 3.1 河川レンジャーとの連携が指摘されている占用地位置図 

宇治川公園 

かわきた自然運動公園 

久我橋東詰公園 

桂川緑地公園 

大山崎町桂川河川敷公園 

桂川緑地離宮前公園 



 10 

（３）地域の河川事業 

桂川では、平成 25 年 9 月に発生した台風 18 号によって、嵐山地区や京都市伏見区

において桂川から水が溢れ、浸水被害が発生しました。そのため、桂川を緊急対策特定

区間として設定し、桂川の河道掘削を実施しています。 
これら工事の見学や学習会等、「治水・防災」に関する活動展開が期待されます。 

出典：淀川河川事務所ホームページ 
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（４）地域住民のニーズからの展開 

①アンケート調査の概要 

 河川レンジャー活動のニーズ把握のため、インターネットを利用して実施したアンケ

ート調査結果から、河川レンジャー活動のニーズを整理します。 
 

表 3.6 アンケート調査概要 

項目 内容 

調査期間 令和 3 年 10 月 26 日～27 日 
調査方法 Web アンケート 
調査対象 淀川沿川住民 
全回答数 420 
管内回答数 132 

＊分析に必要な標本数については、住民基本台帳人口・世帯数から、「河川に係る環境整備の経済評価の
手引き（平成 22 年 3 月）」による式により算定し、設定した。調査にあたっては、運営会議管内の人口
比に対応させて標本数を按分し、収集した。 

 
【伏見・桂川出張所管内回答者属性】 

 回答者は 30～50 代を中心とし、当管内の京都市伏見区、西京区、宇治市等に居住し

ています。自治会等の地域活動への参加率は 23％です。 
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②アンケート調査結果にみる河川レンジャー活動のニーズ 

<河川レンジャーの認知度> 

 河川レンジャーの認知度は 14％（昨年調査 17％）であり、名前を聞いたことがある

という方が多数です。一方で、活動に参加したことがある方や事業を詳しく知っている

という方も複数名いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<参加を希望する活動> 

 河川レンジャーの活動内容から抽出した活動メニューに対しては、魚とり・野鳥・植

物の自然観察への希望が最も多い結果となっています。次いで、史跡めぐりや施設見学

等への活動に対する希望が多く挙げられています。 
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＜地域活動への支援ニーズ＞ 

 地域での活動、研修で河川レンジャーに支援を希望する活動としては、防災や自然観

察、環境保全等の各種講座へのニーズが高い結果となっています。野鳥観察が最も多く、

次いで植物観察、魚取りや観察等が多い結果となっています。また外来魚や外来植物の

駆除や勉強会、水質の調査（パックテスト）等、環境保全の活動へのニーズもあります。 
また、防災に関する活動へのニーズも多数あり、災害時等で支援が必要な方の把握・

支援、防災訓練、講演会・勉強会、避難マップづくり等に対して支援ニーズがあります。

（地域活動を行っている方のみの回答） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（４）地域に必要と考えられる活動からの展開 

【伏見出張所管内（宇治川）】【桂川出張所管内（桂川）】 

これまでに整理した現状から、当管内ではすべての分野での活動の展開が考えられま

す。特に、「治水・防災」「環境保全」「歴史・文化」分野について、活動のニーズが高

いと考えられます。 
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視点② 河川レンジャーの活動状況からの展開  

（１）来年度に活動が予定されている分野、地域 

【伏見出張所管内（宇治川）】 

来年度は、5 名の河川レンジャーが活動を予定しています。 
京都市域を中心にすべての活動分野で活動が予定されています。 

【桂川出張所管内（桂川）】 

来年度は、2 名の河川レンジャーが活動を予定しています。 
京都市域を中心に「治水・防災」「環境保全」「維持管理」分野の活動が予定されてい

ます。 
表 3.4 令和 4年度河川レンジャー活動予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大山崎町 長岡京市 京都市 宇治市 八幡市 久御山町 その他

鎌田　繁樹 「川辺りの観・体感場を歩こう」宇治川の桜と峡谷 ● ●

（伏見） 大淀中学校総合学習「防災学習」 ● ●

美豆小学校総合学習「石積探検隊」 ● ●

「川辺りの観・体感場を歩こう」太閤堤小倉と三栖閘門 ● ●

大淀中学校総合学習「防災訓練」 ● ●

「川辺りの観・体感場を歩こう」淀水車と昔の橋 ● ●

大淀中学校総合学習「地域調べインタビュー」 ● ●

「川辺りの観・体感場を歩こう」三川合流と京街道 ● ●

宇治川清掃と歴史の勉強会 ●

伏見区総合防災訓練 ● ●

京街道クリーン大作戦inくずは ●
●

枚方市

宇治川流域クリーン大作戦in 淀大橋 ● ● ● ●

「川辺りの観・体感場を歩こう」淀水路 と 河津桜 ● ● ●

居原田 晃司 川のいきものをカードゲームで学ぼう ● ●

（伏見） 地元地域防災訓練への協力 ● ●

青少年によるクリーン宇治運動 ● ●

奥平　吉照
（伏見）

散策しながらの背割堤の草花観察 ● ●

防災アプリとマイタイムライン ● ●

河原で葛のリースを作ろう ● ●

中村　恵子
防災・マイタイムライン授業の一連として「八幡排水場見
学会・視察会」

● ●

（伏見）
防災・マイタイムライン授業の一連としてビデオ撮影によ
る「八幡排水場見学会・視察会」を使った授業

● ●

「防災・マイタイムライン講座」　内里・有都地区 ● ●

小学生向け水防災講座/マイタイムライン授業 ● ●

中野　清 自然観察とクラフト ● ●

（伏見） 冬鳥観察会 ● ●

南良　靖雄 桂川の清掃とプラスα ● ●

（桂川） 桂川の自然観察会（淡水魚） ● ●

バッタのオリンピック桂川 ● ●

久我・久我の杜・羽束師地区防災学習 ● ●

久世大藪町防災学習会 ● ●

寺田　愼一 桂川の今を歩く（嵐山） ● ●

（桂川） 桂川の今を歩くWEB（嵐山） ● オンライン

連携活動 東高瀬川クリーンアップ（春） ● ●

河原で宝探し  第一弾  土器探し ● ●

東高瀬川クリーンアップ（秋） ● ●

第16回桂川流域クリーン大作戦 ● ● ● 亀岡市、南丹市他

河原で宝探し  第二弾  石探し ● 木津川市

歴史・
文化

川づくり
人づくり

行政区
氏名 活動名

治水・
防災

環境
保全

河川
利用

維持
管理

 注１）活動分野は事務局の判断で分類 

注２）重複する分野は主要な分野でカウント 

注１）活動分野は、事務局の判断で分類 

注２）計画段階のため、主要な分野で分類 
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（２）これまでの活動状況からみた活動分野、場所 

 令和 2 年度の活動状況からみると、主に「治水・防災」「環境保全」「維持管理」「歴

史文化」の活動が、京都市右京区、伏見区で展開されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1 河川レンジャー活動分布図 

 
活動分布図は、色で河川レンジャーの活動分野を、円の大きさで活動回数を示しています。 

令和 2 年度は、河川レンジャーにより全管内で 40 回（アドバイザーの活動回数は含んでいませ

ん）活動が実施されており、そのうち運営会議の管轄範囲に該当する地域を抽出して掲載してい

ます。 

令和 2年度 
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（３）河川レンジャーの活動状況からの展開 
【伏見出張所管内（宇治川）】 

今年度、当管内では、防災の出前授業、河川美化等、「治水・防災」「維持管理」「歴

史・文化」分野の活動が実施されており、今後もこのような活動の継続が必要であると

考えられます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【桂川出張所管内（桂川）】 

今年度、当管内では、防災学習会・防災訓練、河川美化、自然観察会等が実施されて

いるほか、河川レンジャーアドバイザーによる河原の貴重植物の保全活動、外来植物駆

除、河道内樹木（竹林）の整備活動等、「治水・防災」「環境保全」「維持管理」分野の

活動が実施されており、今後もこのような活動の継続が必要であると考えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

防災学習会「マイ・タイムライン」（南良 R） 

宇治黄檗学園出前授業（居原田 R） 

御幸橋の河原で土器探し（奥平Ｒ） 八幡小学校マイ・タイムライン作成（中村Ｒ） 

久我の杜小学校学区総合防災訓練（連携） 

大淀中学校マイ・タイムライン作成（鎌田Ｒ） 
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４．河川レンジャーの推薦人数について 

地域における河川レンジャー活動の継続という観点から、河川レンジャーの任期につ

いて確認し、令和 4 年度の河川レンジャーの推薦人数について検討します。 
 

【伏見出張所管内（宇治川）】 

伏見出張所管内では、在籍の河川レンジャーが 5 名となっています。 
 

表 4.1 令和 4年度河川レンジャーの任期（満期までの活動を想定） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※再任審査の延期に伴い試行期間が令和 4年 8月までとなります。該当の河川レンジャーが上期代表者会

議で再任された場合の人数としています。 

 
【桂川出張所管内（桂川）】 

桂川出張所管内では、在籍の河川レンジャーが 2 名となっています。 
 

表 4.2 令和 3年度河川レンジャーの任期（満期までの活動を想定） 

 
 

 

出張所 氏　名 任命年 キャリア(R4) R4 R5 R6 R7 R8

桂川 南良　靖雄 H28 特例再任1年目

寺田　愼一 R3 試行期間

○○　○○ R4 （予定） 募集

○○　○○ R4 （予定） 募集

○○　○○ R4 （予定） 募集

○○　○○ R5 （予定） 募集

: : : : : : : :

計 5名 5名 5名 5名 5名

試行期間 第1期 第2期

特例再任第1期 特例再任第2期

出張所 氏　名 任命年 キャリア(R4) R4 R5 R6 R7 R8

伏見 鎌田　繁樹 H29 2期2年目

なし H30

居原田晃司 R1 1期2年目

奥平　吉照 R2 試行期間※

中村　恵子 R2 試行期間※

中野　清 R3 試行期間

○○　○○ R4 （予定） 募集

○○　○○ R5 （予定） 募集

: : : : : : : :

計 5名 5名 6名 5名 5名

試行期間 第1期 第2期

特例再任第1期 特例再任第2期
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５．令和 4年度河川レンジャーの展開について 

 以上の結果を整理し、河川レンジャー展開計画案としてとりまとめます。 

【伏見出張所管内（宇治川）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の地域のニーズ及び河川レンジャーの活動状況を踏まえ、当管内では「治水・防災」

「環境保全」「河川利用」「歴史・文化」「維持管理」「川づくり・人づくり」の分野の活

動が必要であると考えられます。 
なかでも、地域活動を行っている方からは、各種講座などで地域のニーズが高い「治

水・防災」、「環境保全」を重視します。 
これらの分野の具体的な活動イメージは次の通りです。 

①美しい環境について学び、守り育てる活動 
②防災、河川環境、地域の歴史・文化に関する知見をもとに、わかりやすく地域

の人々（子どもを含む）に伝える活動 
③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 
④個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 

各出張所管内に在籍する河川レンジャーは、5 名程度を目安に募集を行っており、最

大 5 名を超えないように運用してきましたが、近年、志望者に対し、募集枠を超えてい

たり、希望出張所では募集が無かったり等、諦めざるを得ない事例が目立っています。

そのため、運用を見直し、人材の流出を防ぐため６人目の募集を行います。 
伏見出張所管内においては、新規に河川レンジャーとして必要な人員として 1 名募集す

るものとします。 
募集人数を確定する時点において、辞任や転籍の意向を把握調整した上で、最終的な

募集人数を確定します。

視点②河川レンジャーの活動状況からみた活動展開 

・これまでに実施されてきた活動の継承として、「治水・防災」「維持管理」「歴

史・文化」分野での活動が当地域に必要であると考えられます。いずれの分野

も次年度に活動が計画されており、活動の継続が期待できます。 

視点①地域に必要と考えられる活動展開 

・ 沿川自治体の総合計画等から、特に「治水・防災」「環境保全」「歴史・文化」

の河川レンジャー活動が当地域に必要であると考えられます。 
・ 具体的な活動イメージ 

①美しい環境について学び、守り育てる活動 
②防災、河川環境、地域の歴史・文化に関する知見をもとに、わかりやすく地

域の人々（子どもを含む）に伝える活動 
③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 
④個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 
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【桂川出張所管内（桂川）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の地域のニーズ及び河川レンジャーの活動状況を踏まえ、当管内では「治水・防

災」「環境保全」「維持管理」「歴史・文化」「川・人づくり」の活動が必要であると考え

られます。 
なかでも、これまでに実施されてきた活動の継承として「維持管理」、各種講座など

で地域のニーズが高い「環境保全」、災害復旧事業等で関心の高まっている「治水・防

災」の分野を重視します。 
これらの分野の具体的な活動イメージは次の通りです。 

①美しい環境について学び、守り育てる活動 
②防災、河川環境、地域の歴史・文化や防災に関する知見をもとに、わかりやす

く地域の人々（子どもを含む）に伝える活動 
③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 
④個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 

 

活動地域についてみると、現在は 1名のレンジャーが右京区を中心に活動が実施され

ていますが、任期が残り少ないこともあり、管内全域で活動する河川レンジャーが必要

なため、重点地区は定めず、広く人材を求めます。 

令和 4年度は 2名の河川レンジャーが活動を予定しており、地域での活発な活動展開

の観点から、新規に河川レンジャーとして必要な人員は 3名とします。 

視点②河川レンジャーの活動状況からみた活動展開 

・ これまでに実施されてきた活動の継承として、「治水・防災」「環境保全」「維

持管理」の分野での活動が当地域に必要であると考えられます。 
・ 「河川利用」「歴史・文化」分野について、来年度活動が予定されていませ

ん。 
・ 活動が実施されていない地域（大山崎町、長岡京市）があります。 

視点①地域に必要と考えられる活動展開 

・ 沿川自治体の総合計画等から、特に「治水・防災」「環境保全」「歴史・文化」

の河川レンジャー活動が当地域に必要であると考えられます。 
・ 具体的な活動イメージ 

①美しい環境について学び、守り育てる活動 
②防災、河川環境、地域の歴史・文化や防災に関する知見をもとに、わかり

やすく地域の人々（子どもを含む）に伝える活動 
③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 
④個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協働して進める活動 
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表 5.1 令和 4年度 伏見・桂川出張所管内展開計画（案） 

管内 推薦人数 重視する

活動区域 

活動内容等 

伏見出張所

管内 
（宇治川） 

1 名 特になし 

 
必要であると考えられる分野は「治水・防災」

「環境保全」「河川利用」「歴史・文化」「維持管

理」「川づくり・人づくり」です。なかでも「治

水・防災」「環境保全」分野を重視します。 
【具体的な活動イメージ】 
①美しい環境について学び、守り育てる活動 
②防災、河川環境、地域の歴史・文化に関する

知見をもとに、わかりやすく地域の人々（子

どもを含む）に伝える活動 
③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用

のあり方を考える活動 
④個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協

働して進める活動 
桂川出張所

管内 
（桂川） 

3 名 
 

特になし 

 
必要であると考えられる分野は「治水・防災」

「環境保全」「河川利用」「維持管理」「歴史・文

化」「川・人づくり」です。なかでも「治水・防

災」「環境保全」「維持管理」分野を重視します。 
【具体的な活動イメージ】 
①美しい環境について学び、守り育てる活動 
②防災、河川環境、地域の歴史・文化や防災に

関する知見をもとに、わかりやすく地域の

人々（子どもを含む）に伝える活動 
③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用

のあり方を考える活動 
④個人・団体（地元自治会等）・行政と連携、協

働して進める活動 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
   
 

 図 5.1 令和 4年度 伏見・桂川出張所管内展開計画（案） 

伏見出張所管内（宇治川） 

推薦人数 0 名 

桂川出張所管内（桂川） 

推薦人数 3 名 
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